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『千載佳句』 歳時の後｢天部」 ｢四時部」と｢時節部」 首巻「四時部」
『枕草子』 初段「春は曙…」に天と歳時(四季と時間帯)の両方あり
『綺語抄』 首巻「天象部」 天の後｢時節部」 歳時部の巻頭に春夏秋冬
『文鳳抄』 首巻「天象部」 天の後｢歳時部」 歳時部中,別掲せず
｢天｣と｢四季｣の融合,間にあるものの存在を意識した上で,中国的と日本的(古今集的)の両世界観の融合と述べ
ておきたい。
5.おわりに
以上,主に諸類書の首巻と比較することで,『枕草子』初段の特徴を見てきた。日本の類書史を語る上で看過で
きない存在であること,『古今六帖』と共に個々の表現の出典として以外にも『千載佳句』との関係を考えて見る必
要があることが再認識された。
取り上げた分野の類書の調査も不十分であり,各部の丁寧な分析が必要であるが,『枕草子』の性格を明らかに
する為には,他にも,故実書や説話集(例えば『古今著聞集』)などの,他種の類書も視野に入れる必要があろう。
これらの書についても今後の課題としたい。
[注1]相田満氏｢『標題』のさまざま－現代と脱領域的な視点から－｣(『標題文芸(壱)』平成15年3月)の｢標題学
の可能性｣｢部類標題のオントロジ｣｢部類標題語彙の継承性｣より。
[注2]上野理氏｢枕草子初段の構想と類書の構造｣(『国文学研究』50集,昭和48年6月)。
[注3]上野氏は｢『春曙』考｣(『文芸と批評』2巻8号,昭和43年4月1)で『白氏文集』巻三十一｢早春憶蘇州寄夢
得｣の｢呉苑四時風景好就中偏好是春天霞光曙後股於火草色晴来徽似煙｣を出典として指摘し,『枕
草子入門』(昭和55年)に継承されている。「春天｣は本来｢春｣の意なので,「天｣が｢そら｣と訓まれた例を掲
げておくべきだろう。
[注4］日向一雅氏｢枕草子の聖代観の方i←『陰陽の鍵理』の観念を媒介にして－｣(『国語と国文学』70巻
9号,平成5年9月)。太政大臣に関する｢陰陽の盤理｣の語句を用いるべきか否かなど,若干検討の余地はあ
ると思われる。
[注5]高橋亨氏｢歳時と類聚－平安朝かな文芸の詩学にむけて－｣(『国語と国文学』76巻10号,平成11年
10月)。『古今六帖』を『宇津保物語』の出典としても重視されている。
[注6]拙稿｢物語史の中のく草子＞－＜草子＞の転機としての枕草子一｣(『古代文学研究第二次』10号，
平成13年10月)。
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